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主によって　人の歩みは確かにされる。

主はその人の道を喜ばれる。

その人は転んでも、倒れ伏すことはない。

主が　その人の腕を支えておられるからだ。

　　　　　　　　詩篇３７篇２３～２４節

年間聖句
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主 日 礼 拝
２０１９年　２月１０日

礼拝奉仕者

説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 本多崇兄　　　奏楽 ： 本多こずえ姉　　受付 ： 若村めぐみ姉　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　パワーポイント ： 本多悟兄　　　　感謝の祈り ： 石井颯人兄

賛 美

祈 り

今 月 の 賛 美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

賛 美

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

一 同

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

石 井 颯 人 兄

一 同

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 ゆるがない岩」

「 すべての良きもので」

聖歌２２２番「 つかれしものよ」

聖歌２３６番「 のぞみはただ主の」

マタイ２０章１７節～２８節

「 何のために仕えるのか？」

聖歌５８２番「 神の御子にますイェス」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●礼拝後昼食会があります。

大人（ 中学生以上） ２００円

子供（ 小学生） １００円

初めての方、 乳幼児無料です。
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新改訳聖書第三版より抜粋

メッセージ聖書箇所

マタイ２０章１７節～２８節
17 さて、 イエスは、 エルサレムに上ろうとしておられたが、 十二弟子だけを呼
んで、 道々彼らに話された。
18 「さあ、 これから、 わたしたちはエルサレムに向かって行きます。 人の子は、
祭司長、律法学者たちに引き渡されるのです。彼らは人の子を死刑に定めます。
19 そして、 あざけり、 むち打ち、 十字架につけるため、 異邦人に引き渡します。
しかし、 人の子は三日目によみがえります。」
20 そのとき、 ゼベダイの子たちの母が、 子どもたちといっしょにイエスのもとに
来て、 ひれ伏して、 お願いがありますと言った。
21 イエスが彼女に、 「どんな願いですか」 と言われると、 彼女は言った。 「私
のこのふたりの息子が、 あなたの御国で、 ひとりはあなたの右に、 ひとりは左
にすわれるようにおことばを下さい。」
22 けれども、 イエスは答えて言われた。 「あなたがたは自分が何を求めている
のか、 わかっていないのです。 わたしが飲もうとしている杯を飲むことができま
すか。」 彼らは 「できます」 と言った。
23 イエスは言われた。 「あなたがたはわたしの杯を飲みはします。 しかし、 わた
しの右と左にすわることは、 このわたしの許すことではなく、 わたしの父によって
それに備えられた人々があるのです。」
24 このことを聞いたほかの十人は、 このふたりの兄弟のことで腹を立てた。
25 そこで、 イエスは彼らを呼び寄せて、 言われた。 「あなたがたも知っている
とおり、 異邦人の支配者たちは彼らを支配し、 偉い人たちは彼らの上に権力を
ふるいます。
26 あなたがたの間では、 そうではありません。 あなたがたの間で偉くなりたい
と思う者は、 みなに仕える者になりなさい。
27 あなたがたの間で人の先に立ちたいと思う者は、 あなたがたのしもべになり
なさい。
28 人の子が来たのが、 仕えられるためではなく、 かえって仕えるためであり、
また、 多くの人のための、 贖いの代価として、 自分のいのちを与えるためであ
るのと同じです。」

「何のために仕えるのか？」
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今月の賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉メール紹介
★ 2019 年 2 月 6 日御言葉

ヘブル人への手紙　12 章 1 ～ 3 節

1 こういうわけで、 このように多くの証人たちが、 雲のように私たちを取り巻いているので

すから、 私たちも、 一切の重荷とまとわりつく罪を捨てて、 自分の前に置かれている競走を、

忍耐をもって走り続けようではありませんか。

2 信仰の創始者であり完成者であるイエスから、 目を離さないでいなさい。 この方は、 ご

自分の前に置かれた喜びのために、 辱めをものともせずに十字架を忍び、 神の御座の右

に着座されたのです。

3 あなたがたは、 罪人たちの、 ご自分に対するこのような反抗を耐え忍ばれた方のことを

考えなさい。 あなたがたの心が元気を失い、 疲れ果ててしまわないようにするためです。

聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より引用。

●昨日の御言葉は、 天地創造主である神様を信じる信仰こそが私たちを悪の道から守り、

神様の望んでおられる私たちにとって一番良い祝福を与えて下さるということを教えられま

した。 そして、 旧約聖書の信仰の大先輩たちが、 神様の示された道がその時は意味が分

からなくても、 信仰をもって進んだ時にあらゆるわざわいから守られた証しが、 へブル 11

章後半にはたくさん書かれていました。 今日の御言葉はその続きです。 ですので、 「このよ

うに多くの証人たちが」 という言葉から始まっています。 この信仰の先輩の証しがあるよ

うに、 創造主なる神様を信じる信仰こそが私たちを取り巻き守っていてくださると語られて

います。

ですから、 2 節にあるように、 「信仰の創始者であり完成者であるイエスから、 目を離さな

いでいなさい。」 と語られています。 イエスキリストは、 人間の罪の解決を得るために、 罪

なき神ご自身でありながら、 「罪びとが受けなければならない十字架刑を、 ご自身が身代

わりとなり、 十字架の道に進まれた」 のです。

それだけではなく、 「信仰の創始者」 とも語られています。 これは 「信仰の指導者」 とも

訳すことができる言葉が使われています。 ですから、 イエスキリストはご自身が信仰をもって

救いの計画の道を苦しい道であってもその先の希望 （人々の救い） の実現の為に十字架

の道を進まれたのです。 ただ口先だけの指導ではなく、 神様の約束の言葉に従われる姿

を私たちに見せてくださったのです。

神様ご自身がここまで過酷な十字架の道にも従われたのは、 私たち （自分の罪を悔い改

め神様を信じる者） が救われるためです。 私たちが元気を失い疲れ果ててしまわないよう

にするためなのです。

今日の一日それぞれ神様が与えられた道があるかと思います。 苦しい時も感謝な時もあり

ます。 しかし、 どんな時も見るべきものを間違わないようにしたいものです。

日々神様の愛から目を離さず、 前に進む者でありたいです。

スキーや、 スノボーの季節ですが、 このようなスポーツは、 重心をしっかりと中心に置き、

進むべき方向をしっかり見ていなければ、 転んでしまいます。 私たちの人生も、 進むべき前

（神様） をしっかりと見て歩む者でありたいです。 何度も神様以外のものを見てこけてしまっ

ても、 また立ち上がり神様を見て進む者でありたいです。 今日の一日も祝福ある一日とな

るよう祈ります。

原市場聖書教会

若村和仁
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☆３月１０日 （日） １４: ００~16:00 ハレルヤキッズスペシャル 「チョコレートフォンデュ＆英語で遊ぼう！」
　　　を企画します。 親子でご参加ください。 奉仕できる方も募集しています。

　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 2 月 6 日（水）

 2 月 3 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　５人

礼　　　　　拝   　５人     ５人   １０人　   ２０人

夕　　礼　　拝　　 　　　　 お休みでした。

祈　　祷　　会　　 　　　　 １人　　 ２人　　　 ３人　

報　　　　告

本日午後の予定

２月の誕生日

次週（２月１７日〈日〉）

 ５日 本多志依姉　２１日 則竹祥子姉　２２日 本多節子姉　２４日 前山登兄

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

司　　会 ： 本多崇兄　　

聖　　書 ： マタイ２０章２９節～３４節

説　　教 ： 「私たちは目が開いているか？」　　若村和仁師　　　　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉　

讃　　美 ： 「パワーオブユアラブ」　　　今月の賛美 「すべての良きもので」

　　　　　　　　聖歌６５５、 聖歌４０８、 聖歌２３２、 聖歌３８３

受　　付 ： 関久美子姉　　献金感謝祈祷 ： 本多守兄

則竹潔さん　葬儀  　　　　　　　　　　　　　12:00 ～ 13:45 頃

こひつじタイム（子育ての学び会）             10:30 ～ 13:00 頃

集会案内

礼　　　　拝　　 　　 　　　　　　　　　　  10:30 ～ 12:00　 2月17日(日）

 2月13日(水）

☆本日の礼拝後、「新しい聖書『新改訳 2017』の翻訳について」の説明を短く行います
                                                              担当：本多崇兄

☆ 17:00 ～ 18:00　夕　拝　

☆聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。

hi-b.a. 川越集会　　　　 （会場 ： 改革派川越教会）

hi-b.a. 所沢集会　　　　・２月１４日（木） （会場 ： ニューライフ所沢教会）

・２月１５日 （金）

NPO 法人あまやどり・２月１４日（木） （場所 ： 高麗聖書教会）

☆礼拝後、自家焙煎コーヒーと昼食をご用意しています。ご自由にお交わり下さい。

 2月15日(金） 三浦綾子作品を読む会（越川宅）　　　 　　　　10:00 ～ 11:30

夕　　　　拝　　 　　 　　　　　　　　　　  17:00 ～ 18:00　

 2月12日(火）

☆２月５日 （火） ２０時３８分、 則竹祥子姉のご主人潔さんがお亡くなりになられました。
　　ご遺族のご希望で原市場聖書教会にて葬儀を行います。 ※ お花料はご辞退されます。
●２月１３日 （水） １２: ００~ １３ ： ４５　則竹潔さん　葬儀　原市場聖書教会にて　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司式 ： 若村和仁師　奏楽 ： 本多こずえ姉

・２月１２日（火） PTA 本部会　１９時～ （場所 ： 原市場小学校）
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://www.geocities.jp/haraichibaseisyo/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-980-6442

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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